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明代里甲編成の変質過程 (JII勝）
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目

次

序
け
小
山
正
明
氏
の
里
甲
制
の
理
解
と
そ
の
問
題
点

ー
里
悶
編
成
の
地
縁
性

2

析
一戸
の
意
義

伺
里
甲
の
編
成
原
則
の
変
質

－
寄
荘
一
戸
の
設
置

2

寄
荘
戸
か
ら
析
戸
・
子
戸
へ

同
均
田
均
役
法
に
よ
る
里
甲
の
編
成

－

子
戸

・
析
戸
と
郷
紳
的
土
地
所
有

結
び
｜
研
究
の
展
望

3 

土
地
売
買
と
子
戸
の
設
置

3 

「回

・
糧
不
過
都
」

2 

均
田
均
役
法
に
よ
る
里
甲
編
成

序

里
甲
制
と
は
、

か
つ
て
、
里
甲
制
の
「
里
」
は
、
行
政
村
落
か

い
わ
ゆ
る
旧
中
国
社
会
に
「
共
同
体
」
を
見
出
す
、
な
い
し
は
否
定
す
る
と
い
う
議
論

い
う
ま
で
も
な
く
明
王
朝
が
農
村
支
配
の
根
幹
と
し
た
機
構
で
あ
る
。

自
然
村
落
か
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。

と
れ
は
、
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と
も
関
係
し
て
研
究
者
の
関
心
を
呼
ん
だ
が
、
そ
の
は

っ
き
り
と
し
た
結
論
が
出
さ
れ
る
前
に
何
と
な
く
自
然
村
落
の
要
素
を
多
分
に
加

（

2
V
 

味
し
た
行
政
村
落
と
い
う
理
解
が
一
般
佑
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
約
十
年
間
の
安
野
省
三
、
鶴
見
尚
弘
、
小
山

正
明
等
諸
氏
の
研
究
が
出
る
に
及
ん
で
、
「
里
」
が
行
政
村
か
自
然
村
か
の
議
論
は
全
く
色
祖
せ
て
し
ま
っ

た
。
も
と
よ
り
三
氏
の
研
究

｛史164)522 

の
問
題
観

・
時
代
観
に
は
明
瞭
な
ち
が
い
が
あ
る
が
、

に
も
拘
ら
ず
共
通
し
て
い
る
の
は
、
里
甲
制
を
単
な
る
郷
村
行
政
H
賦

・
役
徴
収

の
機
構
と
の
み
理
解
す
る
の
で
な
く
、
村
落
共
同
体
な
い
し
共
同
体
機
能
を
有
す
る
も
の
と
理
解
し
た
点
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
里
甲

制
の
研
究
は
こ
こ
に
至
っ
て
単
な
る
制
度
史
の
一
局
面
に
限
ら
れ
る
乙
と
な
く
、
下
部
構
造
｜
土
地
所
有
関
係
を
も
射
程
に
入
れ
た
、
当

該
国
家
権
力
の
構
造
を
究
明
す
る

一
方
法
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
三
氏
の
研
究
の
う
ち
小
山
氏
の
里
用
制
の
理
解

は
、
筆
者
に
と
っ
て
全
く
わ
か
ら
な
い
。
以
下
本
小
稿
を
、
挙
げ
て
小
山
氏
の
所
説
の
紹
介
と
そ
の
批
判
的
検
討
に
費
す
所
以
で
あ
る
。

蓋
し
、
今
日
の
明
代
史
研
究
の
う
ち
で
小
山
氏
の
作
品
の
占
め
る
位
置
は
大
き
い
。
壮
大
な
着
想
、
融
情
な
実
証
ま
た
堅
牢
極
ま
る
体
系

に
ぶ
ち
当
っ
て
み
る
の
も
勉
強
で
あ
る
。
以
下
、
見
当
外
れ
の
雑
言
に
小
山
氏
の
寛
恕
を
乞
う
と
と
も
に
大
方
の
御
教
示
を
得
た
い
と
思

う
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
明
清
時
代
の
農
村
な
い
し
農
民
像
、
ま
た
そ
れ
ら
の
再
生
産
構
造
の
あ
り
方
な
ど
の
究
明
を
意
図
し
て
き
た

が
、
そ
の

一
環
と
し
て、

国
家
権
力
が
農
民
家
族
を
い
か
に
制
度
的
に
把
握
し
て
い
た
か
の
問
題
を
考
え
た
い
。
そ
の
場
合、

「一
戸
」
の

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
な
検
討
は
全
て
今
後
に
委
ね
る
乙
と
と
す
る
。
但
し
最
近
の
研
究
で
は
、
丹
喬
二

氏
が
宋
代
の
コ
戸
に
関
す
る
一
考
察
｜
主
戸
客
戸
制
研
究
の
前
提
必
中
で
明
代
の

ゴ
戸
」
の
問
題
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
記

し
て
お
く
。

2 

る
よ
う
に
編
成
さ
れ
て
い
た
。

小
山
正
明
氏
の
論
証
の
手
続
き
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

元
来
の
里
甲
組
織
は
、

各
里
各
甲
閣
の
循
役
負
担
能
力
の
均
等
性
が
維
持
さ
れ

こ
う
し
た
均
等
性
が
ど
の
よ
う
に
保
証
さ
れ
た
か
と
言
え
ば
、
明
初
に
お
い
て
土
地
所
有
が
比
較
的
平
均



化
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
自
体
が
均
等
性
の
保
証
と
な
る
が
、
し
か
し
里
甲
組
織
の
各
戸
は
、
明
初
以
来
一戸
則
に
格
付
け
さ
れ

た
存
在
で
あ
り
、
各
一
円
聞
の
経
済
的
内
容
の
不
均
等
性
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
国
家
に
よ
る
そ
の
不
均
等
性
の
容
認
の
下

に
、
里
甲
編
成
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ζ

う
し
た
経
済
的
内
容
の
不
均
等
な
戸
を、

戸
数
原
則
に
よ
っ

て
里
甲
に
編
成
し
、
し

か
も
各
里
各
甲
聞
の
絡
役
負
担
能
力
の
均
等
化
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
国
家
に
よ
る
強
力
な
人
為
的
組
合
せ
が
必
然
化
せ
ま
る
を
え
な

い
が
、
乙
の
機
能
を
果
た
し
た
の
が
、
十
年
と
と
に
行
な
わ
れ
た
黄
冊
捜
造
と
そ
れ
に
伴
う
里
甲
組
織
の
改
新
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る

乙
こ
に
小
山
氏
は
里
甲
聞
の
均
等
性
の
保
証
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
右
の
結
論
部
分
す
な
わ
ち
十
年
と
と

の
黄
冊
摺
造
の
時
に
、

戸
数
原
則
に
よ
り
な
が
ら
同
時
に
各
盟
各
甲
聞
の
街
役
負
担
能
力
の
均
等
化
を
計
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
に
つ

い

て
は
筆
者
も
異
論
は
な
い
。
問
題
は
、
筆
者
が
傍
点
を
付
し
た
「
国
家
に
よ
る
強
力
な
人
為
的
組
合
せ
」
が
果
し
て
明
初
の
型
甲
編
成
か

ら
み
ら
れ
た
か
否
か
で
あ
ろ
う
。
明
代
の
里
甲
が
行
政
村
落
か
自
然
村
落
か
は
戦
前
か
ら
続
い
て
い
る
古
い
議
論
で
あ
る
。
し
か
し
小
山

（
一
九
｜
二
O
頁
）
と
い
い
、

氏
の
所
説
は
行
政
村
落
説
ど
こ
ろ
か
お
よ
そ
村
落
的
地
縁
的
要
素
を
全
く
認
め
な
い
も
の
で
あ
る
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
小
山

明代里甲編成の変質過程 （川勝）

氏
の
所
論
の
論
証
の
根
拠
を
検
討
し
て
み
る
必
要
が
生
じ
る
。

小
山
氏
の
所
論
は
三
点
の
事
実
認
識
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
。
川
里
甲
は

一
定
の
地
域
を
単
位
と
す
る
の
で
な
く
、
人
為
的
に
各
戸
を
組
合
わ
せ
て
編
成
し
た
か
ら
、
極
端
な
場
合
に
は
、
里
長
所
轄
の
甲
首
が
広

範
囲
に
散
在
す
る
と
い
う
事
態
も
出
現
し
て
い
た
。

ω里
申
組
織
を
維
持
す
る
た
め
、
国
家
に
よ

っ
て
強
制
的
に
析
一戸
さ
せ
ら
れ
る
（
子

戸
を
立
て
る
）
場
合
が
あ
っ
た
。

ω里
甲
を
編
成
す
る
地
域
的
限
界
は
都
で
あ
り
、

土
地
売
買
も
都
内
で
は
自
由
で
あ
っ
た
が
、
別
都
に

跨
が
る
場
合
に
は
子
戸
を
立
て
る
（
析
戸
す
る
）
必
要
が
あ
っ

た。

な
お
小
山
氏
に
あ
っ
て
は
里
甲
の
地
縁
性
を
捨
象
す
る
の
で
あ
る
が
、
従
来
里
甲
制
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
き
た
共
同
体
機
能
に
つ

い
て

そ
の
場
合
に
は
、
氏
自
身
が
明
言
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
氏
が
別
稿

γ
究
明
し
た
糧

は
「
都
」
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
強
調
す
る
。

523 （史165)

長
の
位
置
付
け
と
も
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う。

か
よ
う
に
、
小
山
氏
の
里
甲
制
の
理
解
は
、
も
し
そ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
単
に
国
家
の

支
配
構
造
の
究
明
に
止
ま
ら
ず
、
中
国
封
建
社
会
（
小
山
氏
に
あ
っ
て
は
中
国
の
奴
隷
制
末
期
の
社
会
お
そ
の
も
の
の
体
制
的
構
造
の
解



（一）

小
山
正
明
氏
の
里
甲
制
の
理
解
と
そ
の
問
題
点
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明
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
節
で
は
、
小
山
氏
の
三
点
の
事
実
認
識
を
史
料
に
即
し
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

里
甲
編
成
の
地
縁
性

一一

l
三
頁）

小
山
氏
が
里
甲
編
成
は
村
落
の
ご
と
き
地
縁
的
関
係
を
基
礎
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
言
い、

そ
の
事
例
と
し
て
引
く

（
二

林
希
一元
「林
次
崖
先
生
文
集
』
一
笠
宮
《
与
徐
太
守
請
賑
書
》

の
は
、

十
六
世
紀
前
葉
の
嘉
靖
問
、

福
建
の
著
名
な
郷
紳
、

t乙、

元
按
、

同
安

（鰻
一
泉
）
五
十
図
、

問
寄
居
客
一戸
。
不
知
里
長
所
轄
甲
首
各
散
処
外
都
、
近
者
五
六
十
里
、
遠
者

一
二
日
程
。

一
図
十
里
長
、

各
帯
十
甲
、
該
人
一

百

一
士
戸
。

：：：
又
賑
済
只
照
都

・
図

・
里
長

・
甲
首
、
不

乙
れ
は
極
端
な
場
合
で
あ
ろ
う
が
、

確
か
に
「
里
長
所
轄
の
甲
首
が
各
三
外
都
に
散
処
し
、
近
き
は
五
六
十
里
、

遠
き
は
一

二
日
程
な
る
を
知
ら
ず
」
と
言
う
と
乙
ろ
か
ら
み
れ
ば
、
小
山
氏
の
言
う
と
お
り
で
あ
る
。

と
あ
る
史
料
で
あ
る
。

処
し
」
と
い
う
事
態
は
通
常
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
が、

そ
れ
は
里
甲
の
編
成
が
一
一
都
以
上
に
跨
が
る
乙
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

「甲
首
が
外
都
に
散

と
な
れ

ば
右
の
事
態
は
、
明
初
以
来
の
里
甲
制
の
事
例
で
は
な
く
、

そ
の
崩
壊
期
の
事
例
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

鶴
見
尚
弘
氏
が
福
建
の

『
嘉
靖
羅
川
志
』
に
よ
っ

里
甲
編
成
の
地
縁
性
の
指
摘
は
、

早
く
か
ら
成
さ
れ
て
き
た
。

長
近
で
は
特
に
、

「里
の
区
画

・
領
域
は
、

す
で
に
郷
村
と
し
て
社
会
的
に
実
体
化
し
て
い
た
宋
元
以
来
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
基
礎
と
し
て
い
る
も
の

も
あ
っ
た
。
ま
た
里
の
改
編
を
み
て
も
、
一
里
を
複
数
の
里
に
散
入
し
て
、
厳
密
に

一
一
O
一
戸
の
一
戸
数
を
維
持
す
る
た
め
の
、
人
為
的
な

組
合
せ
が
行
わ
れ
る
乙
と
は
少
な
く
二

里
を
分
割
せ
ず
、
特
定
の
里
に
併
入
さ
れ
る
こ
と
の
多
か

っ
た
乙
と
が
知
ら
れ
る
」
（講
座
七
O

て、頁
）
と
い
い
、
ま
た
、
明
代
中
期
以
後

「
正
管
戸
（
里
甲
一

一
O
戸
の
構
成
者
）

の
著
し
く
減
少
し
た
地
域
で
は
、
里
の
併
合
編
成
換
え



が
行
わ
れ
（
た
）
」
（
講
座
八
四
頁
）
と
い
う
。
里
の
併
合
編
成
換
え
の
事
例
は
、
枚
挙
の
暇
が
な
い
。

続
志
』
噌
図
里
に
は
、

忠
恕
郷
所
属
里
甲

そ
の
場
合
、
福
建
の
万
暦

『恵
安
県

待
賢
里
十
一
都
弁
十
二
十
日
為
一
都

民
蘇
盟

十
二
都
井
十
三
都
戸

信
義
郷
所
属
里
甲

帰
化
里

池
田
賢
里

都
四
都
井
為

一
都

十
四
弁
十
五
十
六
十
七
為
一
都

同
信
里

十

六

十
七
井

と
あ
っ
て
、
併
里
は
お
ろ
か
都
の
併
合
改
編
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、

か
か
る
里
や
都
の
編
成
換
え
は
全
く
人
為
的
に
行

な
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
に
は
そ
う
は
思
わ
れ
な
い
。

や
は
り
里
や
都
の
改
編
は
、
鶴
見
氏
の
指
摘
の
ご
と
き

「
特
定
の
里
に

併
入
さ
れ
る
」
と
い
う
里
の
併
合
編
成
換
え
が
多
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
が
地
縁
的
関
係
を
基
礎
に
し
て
い
れ
ば
乙

明代里甲編成の変質過程（川勝）

そ
、
現
実
の
地
域
の
社
会
変
動
に
よ
っ
て
里
甲
編
成
の
再
編
が
必
要
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
小
山
氏
の
挙
げ
た
林
希
元
の
指
摘

す
る
事
例
は
、
氏
が
言
う
よ
う
に
里
甲
聞
の
箔
役
負
担
能
力
均
等
化
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
乙
と
の
現
わ
れ
な
ど
と
言
え
る
も
の
で
は
な

く
、
百
十
戸
の
正
管
戸
を
確
保
せ
ん
が
た
め
の
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
の
里
甲
編
成
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
地
縁
的
関
係
を
考
慮
し
て
い
な
い

と
い
う
点
に
お
い
て
里
甲
制
の
末
期
的
症
状
を
呈
し
て
い
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
小
山
氏
の
、
里
甲
編
成
は
各
戸
を
地

縁
的
関
係
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
個
別
的
に
抽
出
し
組
合
せ
た
と
い
う
根
拠
は
、
林
希
元
の
事
例
の
み
で
は
な
い
。

し
か
し
そ
れ
は
、
以

下
の
析
一戸
・
子
一戸
の
問
題
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
検
討
し
た
上
で
、
再
度
考
え
て
み
た
い
。

525 C史167)
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祈

戸

の

意

義
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小
山
氏
は

「明
代
の
里
甲
編
成
が
戸
数
原
則
と
各
里
各
甲
聞
の
倍
役
負
担
能
力
均
等
化
の
下
に
行
な
わ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
少
数
の

戸
に
土
地
が
過
度
に
集
中
す
る
こ
と
は
、
里
甲
聞
の
均
衡
維
持
を
破
壊
し
て
里
申
編
成
を
困
難
な
ら
し
め
る
。

こ
う
し
た
事
態
の
進
展
に

対
処
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
国
家
の
戸
籍
上
に
お
け
る
一戸
の
分
割、

す
な
わ
ち
析
戸
で
あ
っ
た
」
（
二
三
頁
）
と
す
る
。

氏
の
挙
げ
た
事

例
の
中
、
『
明
実
録
』
弘
治
十
三
年
正
月
己
卯
の
条
に
は
、

巡
按
福
建
監
察
御
史
胡
華
言
六
事
。
：
：
：
一
。

編
里
甲
。
福
建
地
方
、

十
年
里
長
中
間
応
役
、
未
半
年
、
即
便
逃
移
以
宝
、
鮮
軍
鮮

料
動
至
破
家
、
皆
縁
官
吏
通
同
里
書
、
放
富
差
貧
之
弊
。
乞
通
行
両
直
隷
弁
各
布
政
司、

今
後
輪
当
造
冊
之
年
、
令
有
司
預
先
逐
戸

査
審
、
供
給
某
戸
回
線
新
収
開
除
数
日
。
各
図
甲
首
、
某
里
足
備
、
某
里
欠
少
。
如

一
里
長
以
十
甲
首
為
則
、
十
里
長
以

一
百
戸
為

率
。
戸
有
貧
難
、
以
段
実
者
余
替
。
甲
有
欠
少
、
以
分
析
者
補
穫
。
使
彼
此
不
至
多
少
、
則
貧
富
適
均
、

而
差
遣
平
失。

と
あ
る
が
、
こ
れ
を
国
家
に
よ
る
里
甲
組
織
を
維
持
す
る
た
め
強
制
的
に
析
一
戸
し
た
事
例
と
み
な
せ
る
か
ど
う
か
問
題
で
あ
る。

ま
た、

粧
『
大
明
会
典
』
時
一
一
一
戸
部
二
戸
口
、
埋
ま
東
冊
、

景
泰
二
年
の
奏
准
に
も
同
様
な
こ
と
が
一叶え
よ
う
。
な
お
小
山
氏
の
事
例
は
、

全
て
景

泰
・
弘
治
年
間
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
（後
述
）
。
と
こ
ろ
で
、章
惣

『楓
山
章
先
生
文
集』

す
突
疏
《
議
処
塩

法一事
宜
奏
状
》

l
代
中
丞
作
ー
に
は
、

一
日
存
仰
竃
戸
。
：
：
：
合
照
黄
冊
事
例
。
凡
民
一戸
之
里
甲
有
欠
、
就
将
図
内
丁

・
根
高
大
者
析
戸
当
差
、
以
補
其
数
。
若
以
竃
戸
之

丁
多
家
富
者
、
亦
行
析
戸
充
役
。
照
丁
弁
課
以
補
竃
籍
逃
絶
、
皆
免
雑
詑
均
催
、
則
差
役
均
平
而
歳
課
不
酷
失
。

と
あ
M
M
r

ま
た
劉
尭
議
「
虚
績
集
』
巻
贈
州
牧
鵡
峰
公
入
観
序
乙
ま、

一一

上
戸
租
石
倍
於
下
一
戸
者
、

析
其一
戸
為
二
、
余
則
再
析
之
。
不
足
者
附
於
各
一戸
之
下
。

其
筏
・

里
諸
役
、
歳
抄
計
簿
、
以
次
承
代
、
無

毛
髪
盈
縮。



と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
丁
狼
多
い
戸
を
人
為
的
に
析
戸
せ
し
め
て
里
甲
の
欠
落
を
補
充
す
る
こ
と
を
一
一日
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

な
お
後

者
は
、

一
つ
の
析
一戸
の
基
準
を
示
し
た
も
の
と
も
思
え
る
。
但
し
、

こ
の
相
場
合
、
戸
等
に
よ
り
析
戸
を
行
い
、
均
等
な
一戸
を
創
出
せ
ん
と

し
た
、

｛

M
M｝
 

予
円
ノ
。

と
す
れ
ば
、

下
等
戸
に
は
軽
い
役
が
謀
か
る
こ
と
）
そ
の
も
の
が
無
く
な
る
で
あ
ろ

戸
等
の
意
味
（
仁
等
一戸
に
は
重
い
役
が
、

以
上
要
す
る
に
、
小
山
氏
の
析
一戸
の
事
例
は
、
そ
の
事
例
の
時
期
的
な
面
で
も
、
内
容
的
な
耐
で
も
、
洪
武
十
四
年
以
来
の
型
甲
制
本

来
の
制
度
に
お
け
る
析
戸
の
事
例
と
す
る
に
は
、
か
な
り
無
理
な
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

3 

土
地
売
買
と
子
戸
の
設
置

と
ζ

ろ
で
小
山
氏
は
、
子
一
戸
を
立
て
る
こ
と
す
な
わ
ち
析
戸
す
る
こ
と
が
明
代
に
お
け
る
土
地
登
記
の
規
定
に
よ
っ
て
も
要
請
さ
れ
た

巻

と
い
う
重
要
な
指
摘
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

王
文
禄
「
書
臆
」
二
《
答
泊
二
府
吉
》
（
『百
陵
学
山
』
所
収
）
に
、

国
初
制
為
冊
式
、
視
田
為
準
。
以
海
塩
県
論
之
、
総
三
百
六
十
一
里
、
田
五
十
七
万
六
千
九
百
畝
、
以
千
字
文
編
定
、
回
行
号
数
、

明代里甲編成の変質過程 (J11勝）

分
為

一
十
六
都
。
人
戸
以
籍
為
定
、
不
可
乱
也
。
乱
即
変
成
法
、
罪
在
不
赦
。
雌
有
旧
管
・
新
収
・
開
除
・
実
在
之
四
例
、
乃
指
一

戸一
一一
一
口
之
、
若
二
戸
有
田
百
畝
、
或
完
去
二
寸
畝
、
則
造
冊
目
、
旧
管
百
畝
、
今
売
当
開
除
戸
下
回
二
十
畝
、
彼
買
者
新
収
二
十
畝
、

実
在
止
八
十
畝
。
査
止
本
都
二
戸
言
。
或
買
者
別
都
人
、
則
立
為
子
戸
子
売
回
人
戸
図
中
、
不
可
那
移
、
黙
寓
限
田
之
法
、
不
使
長

兼
併
之
風
。

と
あ
り
、
小
山
氏
は
こ
の
史
料
か
ら

「
土
地
売
買
の
行
な
わ
れ
た
場
合
、
同
一
都
円
で
あ
れ
ば
、
そ
の
田
地
は
貿
田
者
の
籍
に
移
管
さ
れ

別
都
の
人
戸
が
本
都
内
の
団
地
を
買
っ
た
場
合
、

そ
の
団
地
が
買
田
者
た
る
別
都
人
戸
の
籍
内
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ

る
が
、

527 （史169)

ず
、
買
田
者
は
本
都
内
の
売
田
者
の
所
属
里
中
に
子
戸
を
立
て
ね
ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
て
い
る
」
（
二
五
頁
）
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
小
山
氏
は
右
の
処
置
ま
正
『
大
月
会
典
』
巻
三
戸
部
、

戸
口
、
捜
造
黄
冊
に
、

l
徳

i

十一

こ
の
指
摘
は
右
の

史
料
に
よ
る
限
り
正
し
い
で
あ
ろ
う
。



（
洪
武
）
二
十
四
年
、

奏
准
損
造
黄
冊
格
式
、
：
：
：
凡
編
排
里
長
、
務
不
出
本
都
。
且
如

一
都
有
六
百
戸
、
将
五
百
五
十
戸
、
編
為

五
里
。
剰
下
五
十
戸
、
分
派
本
都
、
附
各
里
長
名
下
帯
管
当
差
、
下
許
将
別
都
人
口
補
鞍
。

と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、

「
里
甲
を
編
成
す
る
地
域
的
限
界
は
都
で
あ
り
、

別
都
に
ま
た
が
っ
て
一
里
を
組
織
す
る
こ
と
が
禁
ぜ
ら
れ
て
い

（史170)528 

た
こ
と
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
し
、

そ
の
理
由
は
、
「
乙
の
原
則
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
本
都
内
の
団
地
が
別
都
の
人
戸
に

移
管
さ
れ
る
の
を
防
止
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
も
し
別
都
の
人
戸
が
本
都
の
団
地
を
買
っ
た
場
合
に
は
、
析
戸
さ
れ
て
本
都
内
の
売
田
者
所
属

里
中
に
子
一戸
を
立
て
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
」
（
以
上
二
種
、
二
五
｜
六
頁
）
と
い
う
点
に
求
め
て
い
る
。

指
摘
が
直
接
的
に
右
の
洪
武
二
十
四
年
の
規
定
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
然
り
と
し
て
も
、
土
地
売
買
に
際
し
て
の
子
戸
設

し
か
し
な
が
ら
、

王
文
禄
の

置
が
洪
武
二
十
四
年
以
来
の
定
制
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
以
上
の

1
J
3を
通
じ
て
、
小
山
氏
の
所
説
に
は
い
く
つ
か
の
考
慮
に
価
す
る
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
な
お
、
小
山
氏
の
挙
例
を
全
て
小
山
氏
解
釈
の
通
り
で
あ
る
と
し
て
も
、
明
代
里
甲
編
成
の
原
則
は
変
質
展
開
し
て
い
た
と
考

え
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
の
場
合
、
小
山
氏
の
所
説
は
、
変
質
過
程
な
い
し
変
質
後
の
そ
れ
を
問
題
に
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
節

で
は
乙
の
点
に
つ
い
て
の
私
説
を
展
開
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

〆’、、

一、、J
里
甲
の
編
成
原
則
の
変
質

－

寄

荘

戸

の

設

置

『
明
実
録
』
洪
武
二
十
三
年
八
月
丙
寅
の
条
に
は
、

其
排
年
里
甲
、
白
依
原
定
次
第
応
役
、
如
有
貧
乏
、
則
於
百
戸
内
選
丁
糧
多
者
補
充
。

三
等
人
戸
、
亦
依
原
定
編
類
、
不
許
更
改
、
因
而
分
丁
析
戸
以
避
差
催
。

事
故
絶
者
、
於
崎
零
戸
内
選
湊
。

其
上
中
下



明代里甲編成の変質過程（川勝）

と
あ
り
、
分
丁
析
戸
に
よ
る
戸
等
の
変
更
、
従
っ
て
そ
れ
に
よ
っ
て
差
俸
を
避
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
ま
た
『
明
律
』
、
戸
律
、
戸
役

《
別
籍
異
財
》
に
は
、

凡
祖
父
母
・
父
母
在
而
子
孫
別
立
戸
籍
、
分
異
財
産
者
、
杖

一
百
。
一
開
設
想
一
o
O若
居
父
母
喪
而
兄
弟
別
立
戸
籍
、
分
異
財
産

者
、
杖
八
十
。
盟
問
訪
日
坐
。

と
あ
り
、
明
律
の
規
定
で
も
分
籍
分
財
は
規
制
が
厳
し
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
先
の
実
録
、
洪
武
二
十
三
年
八
月
丙
寅
の
規
定
は
、

が
、
こ
の
第
二
回
黄
冊
大
造
の
規
定
（
駈
「
大
明
会
典
』
守
一
一
戸
部
、

一戸
口
、
捜
造
黄
冊
の
洪
武
二
十
四
年
の
奏
准
の
規
定
も
含
め
て
）

で
は
、
百
十
戸
の
正
管
戸
以
外
に
崎
零
戸

・
帯
管
戸
と
呼
ぶ
層
が
存
在
し
、
里
甲
制
運
営
上
の
補
完
物
と
な
っ
て
い
た
。
乙
れ
に
つ
い
て

は
、
鶴
見
尚
弘
氏
の
的
確
な
理
解
が
あ
旬
。
｝
こ
の
崎
零
戸

・
帯
管
一
円
の
存
在
及
び
機
能
は
、
里
甲
の
「
里
」
を
現
実
の
村
落
、
共
同
体
と

そ
れ
が
、
里
甲
聞
の
得
役
負
担
能
力
の
均
等
化
に
ど
の
よ
う
に
関
連
し
た
か
は
明
確
で
な
い
。
そ

翌
二
十
四
年
の
第
二
回
黄
冊
大
造
の
規
定
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る

し
て
理
解
せ
し
め
る
要
素
で
あ
る
が
、

の
た
め
で
も
あ
ろ
う
か
、
小
山
氏
は
、
析
戸
・
子
戸
の
意
義
は
強
調
し
て
も
、
崎
零
戸

・
帯
官
戸
の
在
在
に
は
言
及
し
な
い
。

こ
こ
で
考
慮
さ
れ
る
べ
き
は
、
崎
零
一円
の
内
の
寄
荘
一
戸
の
存
在
で
あ
る
。
正
徳
『
会
典
』
博
三
戸
部
、

一戸
口
、
捜
造
黄
冊
、
洪
武
二
十

四
年
に
係
け
て
、

其
崎
零
人
戸
、
許
将
年
老

・
残
疾

・
井
幼
少
十
歳
以
下

・
及
寡
婦

・
外
郡
寄
荘
人
戸
編
排
。

巻
二

と
あ
り
、
同
十
二

一戸部
、
賦
役
に
は
、

（
洪
武
）
二
十
四
年
、
令
寄
荘
人
一戸
、
除
里
甲
原
籍
排
定
応
役
、
其
雑
芝
差
役
、
皆
随
田
糧
応
当
。

と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
洪
武
二
十
四
年
に
お
け
る
寄
荘
戸
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
成
立
は
、

こ
れ
よ
り
先
、
洪
武

529 （史171)

二
十
年
に
南
直
隷
・
漸
江
を
中
心
と
し
て
各
地
に
土
地
丈
量
が
施
行
さ
れ
、魚
鱗
図
冊
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
た
。

万
暦
！
崇



禎
聞
の
断
江
秀
水
県
の
人
、
徐
必
達
『
南
州
草
』
玲
奏
疏
《
賦
役
関
係
匪
軽
謹
申
台
臣
適
均
之
議
、
乞
賜
採
択
、
以
安
民
生
疏
》
に
は
、

洪
武
十
四
年
、
編
賦
役
黄
冊
、
其
法
論
一円
不
論
因
。
於
是
、
戸
均
因
不
均
、
而
欺
隠
之
弊
萌
生
。
二
十
年
、
遣
因
子
生
武
淳
等
、
定

区
丈
量
、
為
魚
麟
図
冊
。
田
各
帰
都
而
人
従
之
。
田
多
者
跨
都
立
戸
、
謂
之
寄
圧
。
於
是
、
都
有
額
里
、
里
有
額
田
、
田
均
而
弊
以

（史172)530 

絶

と
あ
り
、
田
多
き
者
が
都
を
跨
い
で
立
戸
し
た
場
合
、
乙
れ
を
寄
庄
と
謂
う
と
あ
る
。
但
し
こ
れ
は
、
別
都
に
ま
た
が
っ
て
一
里
を
組
織

す
る
こ
と
を
禁
じ
た
洪
武
二
十
四
年
の
規
定
と
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
く
、
別
都
に
土
地
を
置
賀
し
た
ら
、
そ
乙
で
「
寄
庄
戸
」
と
い
う

戸
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
に
つ
い
て
詳
し
く
は
別
稿
で
述
べ
た
。
と
も
か
く
寄
荘
戸
の
設
置
に
よ
っ
て
、

応
土
地
所
有
が
都
の
範
囲
内
の
み
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
都
・
里
の
原
額
は
あ
る
程
度
固
定
で
き
た
と
思
う
。

な
お
、
寄
荘
一
戸
の

存
在
は
、
そ
れ
自
体
、
不
在
地
主
的
大
土
地
所
有
の
存
在
を
公
認
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

乙
の
寄
荘
戸
を
崎
零
戸
の
範

曙
に
入
れ
る
だ
け
で
処
理
し
よ
う
と
し
た
点
か
ら
は
、
実
は
明
初
の
土
地
所
有
が
案
外
と
平
均
化
し
て
い
た
、
つ
ま
り
、
里
甲
間
で
の
土

地
所
有
の
隔
差
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
従
っ
て
、

こ
の
観
点
に
立
て
ば
、
時
代
が
降

る
に
つ
れ
て
、
土
地
集
中
化
が
進
展
し
、
寄
荘
・
寄
荘
戸
の
矛
盾
が
拡
大
し
、
土
地
所
有
の
確
認

・
チ
ェ
ッ
ク
を
「
都
」
に
局
限
し
て
行

な
お
う
と
す
る
努
力
が
よ
り
必
要
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
乙
と
は
十
分
に
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

2

寄
荘
戸
か
ら
析
戸
・
子
戸
へ

前
項
で
述
べ
た
と
と
く
の
明
初
の
里
甲
編
成
の
原
則
が
大
き
く
変
質
し
た
の
は
、
明
初
よ
り
八
十
数
年
経
っ
た
景
泰
年
間
で
あ
っ
た
の

す
な
わ
ち
、
『
明
実
録
』
景
泰
二
年
三
月
乙
巳
の
条
に
は
、

一戸
部
奏
、
景
泰
三
年
、
天
下
郡
県
例
応
重
造
賦
役
黄
冊
。
本
部
欲
将
正
統
七
年
原
定
冊
式
、
井
今
議
、
合
行
事
宜
備
務
、
遣
人
乗
伝

費
、
赴
直
隷
及
各
布
政
司
府
州
県
、
今
依
式
造
完
進
呈
。
従
之
。
其
議
事
宜
云
、

一
、
各
処
人
民
弁
軍
衛
官
旗
人
等
、
不
許
於
附
近



別
県
置
買
田
地
、
作
寄
荘
戸
、
及
誌
立
姓
名
、
致
陥
里
町
陪
納
糧
草
。
違
者
発
成
極
辺
。
一

、
各
処
寄
符
人
戸
、
令
各
将
一戸
内
人
丁

事
産
、
尽
実
報
官
、
編
入
図
甲
、
納
糧
当
差
、
於
戸
下
註
写
原
籍
・
貫
牡
・
軍
民
匠
竃
等
戸。

及
今
収
籍
縁
由
、
不
許
伯
作
寄
籍
。

違
者
本
身
発
成
口
外
、
田
産
尽
数
没
官
。

（下
略
）。

と
あ
る
。
と
乙
ろ
が
慨
『
会
典
』
博
一一一
戸
部
、
戸
口
、
摺
造
黄
冊
、
景
泰
二
年
の
奏
准
で
は
、
少
し
く
実
録
の
文
と
は
異
な
っ

て
、

凡
各
里
旧
額
人
戸
、
除
故
絶
、
弁
全
戸
充
軍
不
及
一
里
者
、
許
帰
例
一

里
当
差
。
余
剰
人
戸
、
発
附
近
外
里
鞍
図
編
造
、
不
許
寄

荘
。
若
有
龍
立
姓
名
者
、
許
首
告
改
正
。
其
有
自
願
亮
与
本
処
人
民
為
業
、

除
部
寄
荘
戸
籍
者
、

聴
。
若
違
例
寄
荘
者
、

所
在
有
司

拘
問
、
団
地
入
官
。

と
あ
る
。

実
録
も
会
典
も
、
と
も
に
景
泰
二
年
（

一
四
五
一
）
に
は
寄
荘
戸
の
設
置
を
禁
じ
て
い
る
。
な
お
実
録
で
は
、
官
吏
軍
人
の
寄
荘

は
、
そ
の
土
地
で
図
（
H
里
）
甲
に
編
入
さ
れ
納
糧
当
差
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

し
か
し
会
典
に
は
こ
の
部
分
の
規
定
は
な
く
、
む
し
ろ

一
切
を
含
め
て
寄
荘
戸
と
さ
れ
、

そ
の
寄
荘
的
土
地
所
有
関
係
そ
の
も
の
が
清
算
さ
せ
ら
れ
た
（
売
与
本
処
人
民
為
業
）
ょ
う
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
寄
荘
戸
の
存
在
が
否
定
さ
れ
た
ら
、

里
甲
制
の
下
で
か
つ
て
持
っ
て
い
た
寄
荘
戸
の
機
能

・
役
割
り
は
何
が
肩
代
り
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
乙
こ
に
従
来
禁
止
さ
れ
て
い
た
析
戸
が
条
件
付
き
で
承
認
さ
れ
る
下
地
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
組
「
大
明
会
典
』
博
一
一
一
戸

部
、
一
戸
口
、
捜
造
黄
冊
に
は
、

景
泰
二
年
葵
准
。
凡
各
図
人
戸
、
有
父
母
倶
亡
而
兄
弟
多
年
各
奏
者
、

有
父
母
存
而
兄
弟
近
年
各
奏
者
、
有
先
因
子
幼
而
招
培
、
令

子
長
成
而
靖
帰
宗
男
奏
者
、
倶
准
男
籍
当
差
。
其
兄
弟
各
奏
者
、
査
照
各
人
戸
内
、
如
果
別
無
軍

・
匠
等
項
役
占
規
避
窒
躍
、
自
願

分
一戸
者
、
聴
。
如
人
丁
数
少
、
及
有
軍
・
匠
等
項
役
占
窒
礎
、
伯
照
旧
不
許
分
居。

と
あ
り
、
分
戸

（
析
戸
）
の
条
件
と
、
析
戸
さ
れ
た
場
合
に
は
別
に
戸
籍
を
立
て
て
稽
役
に
当
る
べ
き
こ
と
が
一部
さ
れ
て
い
る
。
但
し
こ

日1（史173)

の
規
定
は
分
一戸
を
許
す
許
さ
な
い
の
基
準
を
示
し
た
も
の
で
、
強
制
的
な
析
一円
を
言
っ

て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
な
お
、
右
の
規
定
は

実
録
で
は
全
く
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。



3 

「
回
・
糧
不
過
都
」
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と
と
ろ
で
鯨
『
秀
水
県
士
山
』
玲
錯
壌
、
王
庭
「
三
県
田
糧
問
答
」
に
は
、

目
、
分
後
為
各
県
、
其
先
即
嘉
興
一
県
之
各
都
也
。
本
都
之
回
、
即
在
本
都
、
完
糧
立
戸
者
、
其
常
也
。
此
都
之
糧
戸
、
買
因
子
彼

都
。
大
造
時
、
収
彼
都
田
之
糧
子
此
都
一戸
下
、
而
田
実
在
彼
都
。
是
此
都
之
田
、
最
在
彼
都
界
突
。
先
未
分
県
時
、
只
依
田
子
本
県

別
都
之
界
。
及
分
三
県
、
便
以
為
依
在
別
県
之
界
、
故
日
錯
壊
也
。
宣
徳
分
県
時
、
去
洪
武
初
定
版
籍
、
未
遠
、
故
所
錯
尚
少
也
。

但
し
、

本
来
の
姿
で
あ
る

が
、
嘉
興
府
三
県
の
場
合
で
は
都
を
超
え
た
土
地
所
有
が
一
般
的
で
あ
り
、
納
税
も
原
籍
地
の
方
で
一
括
し
て
行
な
っ
た
よ
う
で
あ
弘
｝

こ
乙
に
述
べ
る
所
が
果
し
て
事
実
そ
の
ま
ま
で
あ
る
か
と
言
う
と
、
旧
稿
で
し
ば
し
ば
述
べ
た
よ
う
に
一
概
に
は
決
め
ら
れ
な
い

そ
う
簡
単
に
都
を
超
え
て
田
糧
を
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
放
に
、
免
糧
・
貼
銀
の
制
が
成
立
し
た
も
の

い
ず
れ
に
し
て
も
、
宣
徳
時
（
例
の
景
泰
二
年
よ
り
二
十
数
年
前
）
で
は
洪
武
の
版
籍
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
の
で

の
で
あ
る
。
結
局
、

し
か
し
、

と
あ
り
、

本
都
の
田
は
本
都
に
在
っ
て
完
糧
立
戸
す
る
（
つ
ま
り
納
税
の
た
め
の
戸
を
申
告
す
る
）
の
が
そ
の
常
、

と
思
う
。

問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
と
い
う
。
「
本
都
之
田
、
即
在
本
都
、

は
、
や
は
り
明
中
期
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
但
し
そ
れ
が
い
つ
頃
か
ら
始
ま
る
か
に
つ
い
て
考
え
る
材
料
を
筆
者
は
未
だ
発
見
し
て
い

完
糧
立
戸
者
、

其
常
也
」
と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に
言
わ
れ
注
目
さ
れ
る
の

rn

、。
ナ
J

一puv

し
か
し
前
項
で
み
た
よ
う
に
、

景
泰
年
聞
に
明
初
の
寄
荘
戸
設
定
の
体
制
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
、

ま
た
そ
の
頃
析
戸
が
認
め
ら
れ

始
め
た
乙
と
、

な
ど
か
ら
考
え
て
、
景
泰
年
間
頃
で
あ
る
可
能
性
は
強
い
。
な
お
、
納
税
や
土
地
売
買
に
お
い
て
都
と
い
う
範
囲
が
問
題

と
な
る
こ
と
は
、
郷
村
の
賦
・
役
徴
収
や
水
利
機
構
・
裁
判
等
を
掌
握
し
て
い
た
糧
長
が
乙
の
都
（
実
は
区
で
あ
る
が
）
を
単
位
に
設
置

さ
れ
て
お
見
、
乙
の
糧
長
の
在
地
に
お
け
る
権
力
支
配
が
衰
退
し
て
い
く
（
糧
長
の
役
に
耐
え
ら
れ
ぬ
と
い
う
事
態
の
発
生
）
過
程
と
も

関
連
し
て
い
る
と
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
、
明
中
期
以
降
に
は
「
田
・
糧
不
過
都
」
の
制
が
大
い
に
叫
ば
れ
る
。

乙
の
点
の
確
認
は
今
後
に
残
乙
し
て
お
乙
う
。

そ
の
一
つ
、
肝

『嘉
定
県
志
』
吟
田
賦
考
下
、
田
賦
条



議
《
知
県
王
応
鵬
｜
正
徳
五
年
任
申
議
四
事
》
に
は
、

其
三
、
糧
不
過
都
里
〈
割
注
〉
夫
有
田
斯
有
糧
、
故
事
惟
州
県
之
糧
不
得
過
界
、
而
都
里
之
糧
則
推
収
無
定
也
。
故
銭
糧
之
総
、
難

不
失
而
飛
走
之
弊
、
有
不
可
革
失
。
試
言
其
弊
、
有
将
腹
裏
軽
回
、
改
担
重
則
推
収
、
沿
海
区
分
日
後
遂
担
柵
回
、
埋
没
銭
糧
者
。

有
花
分
於
別
区
、
詑
寄
於
外
都
、
而
欺
隠
税
糧
者
。
・
：
：
其
弊
百
端
難
以
枚
挙
。
為
今
之
計
、
合
無
於
量
定
田
汗
之
後
、
総
計
一
区

之
中
、
田
額
若
干
、
龍
糧
若
干
、
黄
冊
之
業
産
、

聴
彼
此
推
収
之
使
、

実
徴
之
銭
糧
、

照
田
畝
坐
落
之
区
、

如
此
則
回
与
糧
不
相

一
日
仔
領
戸
（
冊
）
、
計
田
糧
以
分
註
其
人

離

的
於
徴
糧
之
際
、

造
冊
二
本、

挙
其
総
而
細
可
査
失
。

翌
十其
綱
而
目
可
見
突。

一戸。

官
府
之
青
由
、
照
一戸
領
好
之
冊
而
填
之
。

糧
長
之
催
糧
、
照
時
領
戸
之
冊
而

一
日
戸
領
好
（
冊
）
、
計
人
戸
以
分
註
其
田
糧
。

徴
之
。
雄
有
前
弊
、
無
由
作
失
。

と
あ
る
。
乙
こ
で
は
ま
ず
、
「
糧
は
都
里
を
過
ぎ
ず
」
の
制
が
新
た
に
提
起
さ
れ
て
い
る
乙
と
が
注
目
さ
れ
る
。

糧
は
界
を
過
ぎ
る
を
得
な
い
が
、
都
里
の
糧
の
推
収
に
関
し
て
は
定
め
が
な
い
。
そ
乙
で
弊
害
が
多
く
出
た
の
で
、
田
と
糧
と
を
一
致
さ

《ね｝

せ
る
方
向
で
、
徴
糧
に
当
つ
て
は
好
領
戸
冊
・

戸
領
汗
冊
の
二
本
を
造
っ
て
都
里
単
位
の
糧
額
を
確
定
把
握
す
べ
き
だ
と
す
る
。
但
し
こ

の
提
案
が
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
た
か
、
そ
れ
は
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
提
案
の
意
図
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
実
現
す
る
の
は
、

す
な
わ
ち
、

州
県
の
税

明代里甲編成の変質過程 （）II勝）

嘉
靖
年
聞
の
十
段
法
や
万
暦
年
間
以
降
の
均
田
均
役
法
の
施
行
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
均
田
均

役
で
は
、
百
十
戸
の
戸
数
原
則
に
よ
る
里
甲
の
編
成
で
は
な
く
、
田
土
そ
の
も
の
が
基
準
に
な
っ
て
の
里
甲
の
編
成
が
行
な
わ
れ
る
。
但

し
、
十
段
法
や
均
田
均
役
法
に
よ
る
改
革
が
要
請
さ
れ
た
の
は
、
単
に
、

大
土
地
所
有
の
展
開
に
よ
る
都
・

里
を
超
え
た
土
地
所
有
｜
｜

税
・
役
徴
収
が
惹
き
起
乙
す
諸
問
題
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
す
で
に
小
山
正
明
、
浜
島
敦
目
的
両
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
郷
紳

的
土
地
所
有
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
の
詑
寄
・
寄
荘
等
の
諸
問
題
の
処
理
の
た
め
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

533 （史175)



子
戸
・
析
戸
と
郷
紳
的
土
地
所
有

（史176)534 

，ー、
一一一、、J
均
悶
均
役
法
に
よ
る
里
甲
の
編
成

明
の
中
期
以
降
に
は
、
子
戸

・
析
戸
が
土
地
所
有
者
の
税
役
脱
免
の
手
段
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は

一
般
的
に
み
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
配
『
嘉
善
県
志
』

噌
戸
口
は
、

嘉
善
、
自
成
佑
以
前
、

戸
不
過
三
万
、
至
弘
治

・
正
徳
、
則
漸
広
失
。
要
亦
不
過
三
万
四
千
耳
。
愚
近
子
冊
外
求
之
、
陰
得
四
万
二

千
有
奇
、
則
又
加
広
失
。
何
流
者
愈
衆
而
荒
田
之
反
多
耶
。
萱
書
手
記
一戸
、
往
往
分
名
析
字
、
寄
田
別
甲
異
図
、
毎
逢
当
甲
、
則
日

此
子
戸
也
。
遇
派
重
役
、
則
日
田
不
及
也
。
展
転
推
避
、
十
年
或
不
一

役
、
是
故
貧
者
愈
損
、
流
者
蓋
多
、
而
書
手
之
利
源
、
日
益

滋
失
。
溜
来
、
賦
役
目
繁
、
線
長
子
戸
、
錐
而
貧
乏
亦
不
能
免
、
則
以
独
労
久
任
所
者
、
不
償
所
需
也
。
愚
議
倹
造
冊
之
歳
、
併
子

戸
帰

一
、
以
復
版
籍
之
旧
己
。
於
今
歳
預
造
各
甲
冊
納
之
庫
。

冊
以
甲
名
、
回
以
甲
定
。
歳
各
臨
申
冊
而
定
役
鷲
。
刷
労
可
均
、
弊

可
革
、
庶
乎
其
有
済
也
。

と
述
べ
、
州
県
の
戸
口
調
査
に
誤
り
が
多
い
乙
と
、
特
に
冊
籍
を
掌
る
書
手
が
記
載
を
龍
り
、

子
一
円
を
抑
造
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
子

一戸を
立
て
る
者
は
田
産
を
分
割
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
重
役
を
逃
れ
、
そ
の
鉱
寄
せ
は
貧
者
に
及
ぶ
と
い
う
。
こ
れ
は
正
し
く
明
末
の

「役

叫
」
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
乙
で
知
県
は
、
子
一円
を
本
戸
に
帰
併
せ
し
め
、
甲
ご
と
に
田
地
を
確
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
派
役
す
べ
き
こ
と

を
提
案
す
る
。

こ
の
よ
う
な
子
一
戸

・
析
戸
に
よ
る
税

・
役
脱
免
の
不
正
は
、
明
末
当
時
で
は
郷
神
の
格
役
免
除
の
特
権

（優
免
）

と
結
び

｛お
）

つ
い
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
小
山
正
明

・
浜
島
敦
俊
両
氏
の
十
分
な
検
証
が
あ
る
。

筆
者
も
別
稿
で
補
足
的
な
指
摘
を

行
な
っ

た
。
た
だ
、
何
故
に
子
戸
に
ま
で
郷
紳
本
一戸
の
優
免
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
未
解
決
で
あ
る
。
そ
の
点
は
と

も
か
く
と
し
て
、
十
段
法
以
降
に
お
い
て
は
、
郷
紳
の
優
免
を
本
戸
の
み
に
限
り
、

子
戸
一
般
に
は
拡
大
適
用
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
規

と
こ
ろ
で
、



明代里甲編成の変質過程 CJ11勝）

定
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
実
と
し
て
子
戸
へ
の
優
免
適
用
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
乙
乙
で
再
度
小
山
説
に
対
す
る
疑
問
を
提
起
し
て
お
き
た
い
。
小
山
氏
は
十
段
法
の
検
討
を
行
な
い
、
そ
の
結
論
と

し
て
十
段
法
で
は
「
倍
役
科
派
対
象
た
る
丁
・
田
を
戸
を
媒
介
と
せ
ず
に
直
接
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郷
紳
の
優
免
を
本
戸
に
の
み

限
定
し
、
析
戸
を
通
じ
て
の
優
免
規
定
の
拡
大
適
用
を
防
止
し
う
る
可
能
性
を
制
度
的
に
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
と
言
え

ょ
う
」

（
二
九
頁
）
と
い
う
。

十
段
法
が
「
丁
田
を
戸
を
媒
介
と
せ
ず
に
直
接
掌
握
し
た
」
と
は

一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

な
ぜ
郷
紳
の
優
免
を
本
一
戸
に
限
定
し
う
る
可
能
性
を
制
度
的
に
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
ず
も
っ
て
ゴ
円
」
と
は
何
か
も
問
題
で
あ
る
。

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
疑
問
を
端
的
に
表
現
す
れ
ば
、
小
山
氏
の
考
え
方
で
は
、
十
段
法
｜
一
条
鞭
法

l
均
田
均
役
1

順
荘
編
里
H
地
丁
銀

（お）

制
と
い
う
明
か
ら
清
へ
の
税
役
制
度
の
改
革
の
過
程
が
何
故
に
必
然
で
あ
っ
た
の
か
が
説
明
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
の
点
に
関
し
て
、
均
田
均
役
法
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

こ
で
、

均
回
均
役
法
に
よ
る
里
甲
編
成

均
田
均
役
法
に
よ
る
里
一申
編
成
は
、
従
来
、
小
畑
竜
也
町
や
浜
島
敦
俊
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
断
江
海
塩
県
の
改
革
が
先
例
と
な
っ

〔お｝

か
の
王
文
禄
が
大
き
な
役
割
り
を
果
た
し
た
と
言
わ

2 

て
い
た
。
万
暦
九
年
（
一
五
八
一
）

の
海
塩
県
の
均
田
均
役
法
施
行
に
際
し
て
は
、

れ
、
海
塩
県
の
均
田
均
役
を
知
る
場
合
、
彼
の
意
見
の
検
討
は
必
須
で
あ
る
。
王
文
禄
の
著
述
は
、
彼
の
編
纂
し
た
叢
書
で
あ
る
『
百
陵

学
山
』
中
の
諸
処
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
次
に
そ
の
重
要
な
指
摘
を
示
そ
う
。

（包）
（
甲
）
国
初
制
為
冊
式
、
視
団
為
準
。
以
海
塩
県
論
之
、

総
三
百
六
十
一
里
、
田
五
十
七
万
六
千
九
百
畝
、

数
、
分
為
一
十
六
都
。
人
一円
以
籍
為
定
、
不
可
乱
也
。
：
：
：
或
買
者
別
都
人
、
則
立
為
子
戸
子
売
田
人
戸
図
中
、
不
可
那
移
、
黙

寓
限
田
之
法
、
不
使
長
兼
併
之
風
。
（
「
書
臆
」
一
ザ
ハ
答
担
ニ
府
書
》
）

（
乙
）
大
造
黄
冊
年
、
『
田
在
一
都
者
、
造
註
一
都
、
不
許
過
都
開
除
。
洪
武
四
年
冊
可
査
、
余
都
倣
此
。

以
千
字
文
編
定
、

田
行
号
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立
法
厳
整
、

各
帰
原
都
、
則



凶
荒
可
験
、
段
実
可
定
。
根
・
里
長
、
黙
寓
井
田
法
、
人
皆
不
敢
跨
越
数
都
立
戸
、
無
貧
富
不
均
都
也
。
今
回
在
一
都
、
提
入
八
九

等
都
、
乱
而
無
紀
、
局
稽
哉
。
』
更
令
私
相
勧
率
、
田
十
畝
者
外
出
田

一
畝
、
百
畝
者
十
畝
、
千
畝
者
百
畝
、
用
帯
根

・
里
長
、
解

燐
費
立
戸
、
名
目
助
役
目
。
其
田
臨
均
倍
時
、
止
定
銀
差
、
以
助
霊
寸
、
則
和
睦
之
風
頓
生
、
而
生
民
楽
業
失
。
（
「
求
志
編
」
噌
）

（
丙
）
今
当
大
造
冊
之
年
、
請
以
海
塩
為
例
、
画
定
里
甲
、
毎
里
回
若
干
、
毎
甲
田
若
干、

自
一
都
以
至
十
六
都
、
順
流
均
派
、
不
使
有
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多
寡
之
分
。
：
：
：
『
彼
田
在

一
都
者
、
造
冊
註

一
都、

不
許
過
都
開
除
、
洪
武
四
年
冊
可
査
、
余
都
倣
此。

立
法
厳
整
、

各
帰
原

都
、
豊
凶
可
験
、
後
役
可
定
、
黙
寓
井
田
之
法
也
。
人
皆
不
敢
跨
越
数
都
、

都
、
提
入
八
九
等
都
、
立
一
戸
、
乱
而
無
紀
、
品
稽
哉
。
』
是
故
正
経
界
、
以
復
原
都
、
造
冊
之
要
也
。

リ

ー

I

巻

之
綱
也
。

不
然
貧
富
不
均
、

日
ハ
民
心
不
平
、

t
道
何
由
平
故
。

（「策
枢
」
三
陸
民
策
四
首
の
内
《
均
役
》
）

（丁）
縦
不
然
未
見
有
真
実
為
民
者
、
十
年
一
造
黄
耐
、
正
経
界
、
均
賦
役
、

所
以
厚
農
也
。
普
天
之
下
、
兼
弁
成
風
、
溢
図
跨
都
、
創

為
新
増
之
里
、
連
絡
千
頃
而
規
避
而
規
避
重
係
。
貧
無
卓
錐
之
産
者
、
反
代
豪
右
巨
富
之
役
。
有
司
曽
不
加
問
、
止
為
故
事
之
。

応
試
取
今
進
黄
冊
而
閥
之
、
足
見
無
愛
民
之
心
也
。
駁
回
重
造
、
而
擬
以
変
乱
成
法
之
律
、
必
使
里
甲
之
均
、
而
貧
富
無
隠
可

也
。
（
「書
臆
L
A
F《
去
口
府
時
務
書
》
）

こ
こ
に
王
文
禄
が
賦
役
の
不
均
・
特
に
「
役
困
」
に
対
す
る
対
策
と
し
て
提
起
し
て
い
る
の
は
、

①
土
地
売
買
と
そ
れ
に
伴
う
そ
の
所

兼
併
之
以
立
戸
、

黙
寓
限
田
之
法
也
。

今
回
在

一

画
里
甲
以
均
径
役
、

造
冊

有
・
納
税
担
役
名
儀
の
変
更
・
申
告
は
、
原
籍
地
の
都
の
範
囲
を
一
定
の
ワ
ク
と
し
そ
の
範
囲
で
変
動
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
（
（
甲
）
・
（
乙
）

な
お
、
原
籍
都
の
ワ
ク
を
越
え
て
他
都
に
土
地
を
置
賀
し
た
場
、
そ
乙
に
子
戸
を
立
て
、
都
の
範
囲
内
の
原
額
の
変
動
を
来

た
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
（
甲
）
。

②
所
有
国
土
の
内
か
ら

一
定
率
の
面
積
を
助
役
田
と
し
て
拠
出
さ
せ
る（
乙
）
。
③
経
界
を
正
し
て
都
の

－（丙））。

原
額
面
積
を
確
保
す
る
（
丙
）
。
④
黄
冊
記
載
の
再
検
査
を
厳
重
に
す
る
、

問
題
は
、

て
、
都
を
越
え
た
、
或
い
は
跨
い
だ
立
一
戸
の
扱
い
で
あ
る
。
既
に
前
に
述
べ
た
が、

（
甲
）
の
史
料
で
の
、
別
都
人
戸
の
土
地
を
買
っ

た
場

合
、
売
者
の
図
中
に
子
一
円
を
立
て
る
と
い
う
方
式
は
、
い

つ
頃
の
状
態
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
事
態
と
、

な
ど
で
あ
る。

さ
て
、

小
山
氏
の
所
説
に
関
係
し

（乙）

・



（丙）

に
言
う

「
今
回
在
一

都
、
提
入
八
九
等
都
、

立
戸
、
乱
而
無
紀
」
の
立一
円
の
状
態
と
は
、

ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
ろ

か

つ
ま
り
子
一
円
を
立
て
る
乙
と
と
、

「
立
戸
」
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
。

区
別
が
な
い
と
す
れ
ば
、
小
山
氏
が
強
調

す
る
子
戸
設
置
の
必
要
は
、

王
文
禄
当
時
の
均
役
施
行
前
夜
の
も
の
と
な
る
。
区
別
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
郷
紳
本
戸
の
優
免
が
子
一戸
に
拡

大
適
用
さ
れ
る
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
そ
の
際
、
以
上
四
種
の
史
料
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
「
寓
限
田
之
法
」
と

か
「
寓
井
田
之
法
」
と
か
言
っ
た
、
中
国
の
伝
統
的
・
儒
家
的
観
念
、
土
地
所
有
の
理
想
像
が
展
開
さ
れ
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ

明
ら
か
に

（乙）

の
カ
ッ

コ
の
部
分
は
（
丙
）
の
そ
れ
の
要
略
文
で
あ
る）

で
（
乙
）
・
（
丙
）
（
そ
の
実
一
つ
の
史
料
で
あ
り
、

を
土
地
所
有
の
一

定
の
基
準
範
囲
と
し
た
場
合
、
そ
の
基
礎
台
帳
は
何
故
に
洪
武
四
年
の
冊
（
黄
冊
0
・）

な
の
で
あ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、

で
、
都

乙
れ
が
洪

武
二
十
年
の
魚
鱗
図
冊
で
な
い
と
こ
ろ
に
も
問
題
が
あ
る
。

あ
く
ま
で
原
額
の
確
保
の
み
を
意
図
し
た
も
の
で
あ

そ
れ
は
、

り
、
黄
冊
記
載
の
開
除
分
に
つ
い
て
の
み
が
注
目
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、

こ
ζ

で
前
言
を
も
う

一
度
継
承
し
、

そ
の
場
合
、
明
ら
か
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は

「
跨

「
立
子
一円
」
と

「立
戸」

の
関
係
に
つ

い
て
考
え
る
と
、

越
数
都
、
兼
併
、
立
戸
」
の
場
合
で
あ
り

の

「
溢
図
跨
都
・
創
為
新
増
之
里
」
の
事
態
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、

「
立
子

,-._ 

］ 

戸
」
は
、

都
ぞ
跨
越
し
て
本
戸
を
立
て
る
場
合
と
は
異
な
り
、

原
額
田
土
数
を
那
移
す
る
恐
れ
の
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
し
か
し
そ

明代里甲編成の変質過程（川勝）

れ
は
、
既
に
前
節
で
み
た
如
く
、

当
初
は
寄
荘
戸
の
役
割
り
で
あ
っ
た
が
）
。

問
題
は
、
子
戸
と
本
一戸
と
が

一
面
分
離
し
一
面
混
合
す
る

と
い
う
事
態
で
あ
り
、
各
都
に
散
在
し
て
立
戸
す
る
状
態
で
あ
っ
た
し
、
そ
れ
は
郷
紳
の
優
免
に
係
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
事

い
か
に
郷
紳
本
一円
と
子
戸
と

態
、
特
に
郷
紳
本
戸
が
各
都
各
図
に
散
在
的
に
立
戸
し
、

そ
れ
に
優
免
の
適
用
を
受
け
る
事
態
の
進
展
は
、

を
分
離
し
、
子
一円
の
優
免
適
用
を
禁
止
し
、

か
つ
丁

・
田
そ
の
も
の
に
派
役
し
た
と
し
て
も
、
規
制
し
う
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

ぉ
、
郷
紳
の
立
一
戸
な
い
し
立
子
戸
を
め
ぐ
っ
て
は
、

次
の
如
き
説
寄
や
寄
荘
と
い
う
郷
紳
本
戸
に
対
す
る
所
有
名
儀
の
移
動
が
伴
っ
て
い

た
。
王
文
禄
「
書
臆
」
ヰ
《
上
侯
太
府
警
》
（
『
百
陵
学
山
』）
に
は
、

且
今
大
造
黄
冊
、
十
年
之
利
害
也
。
郷
官
受
民
龍
寄
、
田

一
畝
銀
三
銭
、
千
畝
三
百
両
、
新
例
也
。
前
冊
未
有
也
。

由
差
重
而
吏
縁 な
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好
、
故
避
之
也
。

且
郷
官
亦
士
也
。
：
：
：
弊
郷
有
顧
大
参
者
、
無
利
而
親
識
寄
回
、
及
死
戸
下
有
国
而
無
租
、
子
孫
賠
根
而
不
知
田

主
、
可

一
徴
也
。
何
今
之
受
寄
而
只
図
目
前
乎。

且
本
郷
郷
官
、
為
本
郷
之
賢
才
、
免
之
、
可
也
。
鄭
県
郷
官
、
別
府
郷
官
、
皆
受

詑
寄
而
取
利
、
何
名
也
。
亦
有
在
任
而
不
知
。
禄
嘗
問
其
家
、
亦
不
知
。
皆
豪
右
署
泊
親
識
者
、

詑
冒
之
也
。
『
請
厳
加
里
書
該
甲

之
刑
、
即
直
言
無
隠
失
。
投
入
子
官
、
懲

一
而
警
百
、
則
詑
寄
可
絶
也
』
。
矧
黄
冊
止
言
男
一

丁、

草
房

一
問
、
田
若
干
畝
、
未
見

有
某
郷
官
、
某
進
士
、
某
挙
人
也
。
由
此
観
之
、
同
一
斉
民
也
。
無
優
免
之
例
也
。
話
取
冊
而
験
之
、
可
也
。
京
官
優
免
者
、
為
労

子
職
也
。
免
本
戸
的
名
、
非
免
詑
寄
也
。
外
任
休
致
無
之
也
。
今
也
襲
免
之
。
不
特
免
己
而
免
人
、

親
戚
有
利
者
、
皆
得
免
之
、
何

多
也
。
貧
民
日
伺
堪
乎
。
今
若
此
、
再
十
年
後
之
造
冊
、
皆
郷
官
之
一戸
也
。
誰
為
里
甲
乎
。

戸
初
）

と
あ
り
、
こ
こ
に
は
種
々
な
形
態
の
詑
寄
を
通
じ
て
の
郷
紳
へ
の
土
地
集
中
と
、
そ
れ
へ
の
優
免
規
定
の
拡
大
適
用
の
事
態
が
物
語
ら
れ

て
い
る
。
特
に
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
隣
県
・
外
府
の
、
要
す
る
に
県
外
の
郷
紳
（
客
官
）
が
詑
寄
を
受
け
入
れ
て
県
内
に
立
戸
立
籍
し
、

そ
れ
へ
も
優
免
が
適
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
態
で
あ
る
。

『

』
内
は
、

龍
寄
の
弊
を
絶
つ
処
置
と
し
て
王
文
禄
が
提
起
し
た
も
の
で

そ
れ
は
単
な
る
背
吏
・
里
甲
人
役
に
対
す
る
規
制
罰
則
強
化
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
だ
け
で
は
郷
紳
に
対
す
る
規
制
強

化
と
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
王
文
禄
が
提
起
し
て
い
る
の
は
、
上
掲
史
料
（丙）

（
「
策
枢
」
玲
《
均
役
》
）
の
省
略
部
分
に
、

凡
穀
四
百
畝
者
当
里
長
一
名
、

八
百
畝
者
二
名
、
千
畝
者
当
線
長
一
年
、
万
畝
者
十
年
、
則
百
畝
数
十
畝
者
庶
少
安
、
而
貧
富
可
均

也
。
彼
富
者
、
日
、
一
身
止
充

一
役
、
困
難
万
畝
、
役
難
十
年
。
日
、
宣
有
田
万
畝
而

一
身
自
索
租
哉
。
有
土
則
有
人
也
。
十
年
輪

あ
ろ
う
が
、

役
限
己
寛
失
。
尚
何
心
不
平
乎
。

と
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
田
土
額
に
よ
る
里
甲
の
編
成
、

な
お
正
確
に
言
え
ば
一
定
土
地
面
積
を
基
準
と
し
た
里
長

・
糧
長
の
派
役
の
方
法
が

（招）

ζ

こ
で
は
里
長
は
四
百
畝
（
従
っ
て
こ
れ
が
一
甲
の
面
積
）
を
基
準
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
か
か
る
田
土
面
積
そ

の
も
の
に
よ
る
里
甲
の
派
役
を
具
体
化
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
と
王
文
禄
は
言
う
。
前
掲
史
料
《
均

役
》
の
続
文
に
は
、

一
不
さ
れ
て
い
る
。
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然
行
法
必
自
民
（
リ
貴
）
始
、

不
畏
勢
一
豪
巨
宮、

清
査
龍
寄
子
戸
、
按
田
而
定
之
。
京
官
挙
人
監
生
生
員
吏
背
等
依
例
優
免
外
、
余
則

為
役
。
免
之
者
優
之
也
。

業
其
出
身
以
報
国
也
。

今
反
胃
山口
問
之
田
以
取
利
、
而
至
重
之
筏
役
健
推
之
子
貧
。

宣
均
乎
。
何
能
平
其
心

也
。
或
日
緊
県
里
甲
中
万
畝
千
畝
八
百
畝
四
百
畝
者
亦
鮮
失
。
将
何
以
処
之
。

日
、
合
少
以
為
多
、
衆
軽
而
易
挙、

若
海
寧
県
法
、
可

行
也
。
詰
将
径
役
銀
、
均
入
秋
根
数
中
帯
徴
、
若
戸
該
銀
十
両
、
毎
年
帯
徴
一
両
、
戸
該
銀
一
両
、
毎
年
帯
徴
一
銭
、
収
銀
貯
庫
、

分
解
各
司、

力
差
取
給
、

大
一戸
数
名
朋
当
至
重
徳
役
、
且
絶
郷
官
毎
年
之
討
而
貧
富
庶
可
均
也
。
雌
然
経
界
正
則
回
均
、
田
均
則
思

甲
均
、
黒
甲
均
則
径
役
均
、

徳
役
均
則
貧
富
均
而
民
心
平
突
。

と
あ
る
。

勢
豪
臣
官
を
畏
れ
ず
、

龍
寄

・
子
戸
を
清
査
摘
発
し
、

郷
紳
の
優
免
に

つ
い
て
は
規
定
額
の
み
に
止
め
、
余
旧
に
は

一
律
派
役

な
お
、
先
の
四
百
畝

一
里
長
に
つ
い
て
は
、
四
百
畝
の
土
地
を
持
つ
も
の
を
探
し
て
宅
＼
長
と
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

杭
州
海

（
明
白
｝

寧
県
の
方
式
に
倣
っ
て
、

す
る
。

一
律
に
田
土
に
格
役
銀
を
課
し
、

そ
れ
を
秋
根
数
中
に
均
入
し
て
、
（科
糧
に
）
帯
徴
せ
し
め
る
と
い
う
方
式

を
採
用
す
る
。

こ
れ
は
正
し
く
徳
役
H
丁
税
の
土
地
税
へ

の
く
り
込
み
の
一

方
法
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
よ
う
な
王
文
禄
の
提
案
も
郷
紳
層
の
反
対
が
強
く
、
そ
の
具
体
化
は
難
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
海
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塩
県
で
は
万
暦
九
年
以
後
、

十
年
毎
の
編
審
に
際
し
て
歴
代
の
知
県
の
努
力
が
み
ら
れ
、
一
同
店
長
（

1
一
甲
）
三
百
六
十
畝
と
い
う
田
土

そ
れ
に
伴
う
郷
紳
の
優
免
の
限
制
は
着
実
に
進
展
し
て
い

っ
た。

額
に
よ
る
車
甲
の
編
成
と
、

結

び
｜
｜
研
究
の
展
望

以
上
、

明
代
の
里
甲
制
度
に
つ
い
て
の
小
山
氏
の
理
解
を
批
判
し
た
。
そ
の
際
、
小
山
氏
と
筆
者
と
の
聞
の
決
定
的
な
理
解
の
相
違
点

は
、
明
初
以
来
の
里
甲
制
の
里
に
地
縁
的
関
係
を
認
め
る
か
否
か
で
あ
る
。
そ
の
点
に
関
連
し
て
、

つ
ぎ
に
筆
者
は
、
小
山
氏
が
強
調
す

る
析
戸
・

子
一戸
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
里
甲
制
本
来
の
定
例
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
否
定
し
た
。
た
だ
し
里
甲
制
の
解
体
期
の
現
象
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と
し
て
は
、
小
山
氏
指
摘
の
ご
と
き
析
一戸
・
子
一
戸
に
つ
い
て
の
事
態
も
出
現
し
た
と
思
う
（
本
稿
で
は
そ
の
劃
期
を
景
泰
年
間
と
想
定
し

ま
た
、
明
末
以
降
の
江
南
の
均
田
均
役
法
の
里
甲
は
、
地
縁
的
関
係
を
考
慮
し
な
い
、
人
為
的
個
別
的
に
押
出
さ
れ
た
単
な
る
収

奪
の
た
め
の
組
織
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
里
甲
が
出
現
し
た
の
は
、
郷
紳
的
土
地
所
有
の
展
開
に
契
機
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
地
縁

（史182)540 

た）。
性
を
考
慮
し
な
い
里
甲
は
、

い
か
に
し
て
機
能
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
の
次
の
研
究
は
以
上
の
点
に
関
し
て
、
明
か
ら
清
へ
の
賦

－
役
制
度
の
変
革
｜
｜
均
田
均
役
か
ら
順
荘
編
里
へ
｜
の
検
討
に
向
か
う
で
あ
ろ
う
。

註
（1
）
い
わ
ゆ
る
平
野
義
太
郎

・
戒
能
通
孝
論
争
が
著
名
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
旗
田

一
二
）
に
解
説
が
あ
る
。

（
2
）
清
水
盛
光
『
中
国
郷
村
社
会
論
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
一
）
等
参
照
。

（3
）
「
明
末
清
初
、
揚
子
江
中
流
域
の
大
土
地
所
有
に
関
す
る
一
考
ι

察
」
（
『東
洋
学
報
』
四
四
｜
ゴ
一、
一
九
六
一）。

（4
）
「
明
代
の
崎
零
一戸
に
つ
い
て
」
（
『東
洋
学
報
』
四
七
｜
三
、
一
九
六
四
）
。
な
お
、

「
明
代
に
お
け
る
郷
村
支
配
」
（
『献
酬
世
界
歴
史
』
辺
、
一
九

七
一
、
以
下
本
文
、
註
と
も
『
講
座
』
と
略
す
）
参
照
。

（5）

「
明
代
の
十
段
法
に
つ
い
て
（
二
）
」
（
千
葉
大
学
文
理
学
部
『
文
化
科
学
紀
要
』一

o、
一
九
六
八
）
。
な
お

「賦
・
役
制
度
の
変
革
」
（
『
講

座
』）
参
照
。

（6
）
鶴
見
氏
は
「
本
章
で
用
い
る
郷
村
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
行
政
村
落
」
で
は
な
く
、
歴
史
的

・
社
会
的
に
成
立
す
る
現
実
の
村
落
を
い
う
。
こ
の

よ
う
な
歴
史
的
形
成
物
を
「
行
政
村
落
」
に
対
比
し
て
の
う
え
と
は
い
え
、
「
自
然
村
落
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
必
ず
し
も
適
当
で
は
な
い
。
』
と
い
う

（『講
座
』
五
八
頁
、
注
（
1
））。

（7
）
特
に
「
明
代
の
十
段
法
に
つ
い
て
合
己
」
を
倣
う
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
同
論
文
の
引
用
は
頻
繁
な
の
で
、
本
文
中
に
そ
の
頁
数
を
註
す

に
止
め
る
。

（8
）
『
東
洋
史
研
究
』
二
七
｜
一
、
一
九
六
八
。

（
9
）
「
明
代
の
糧
長
に
つ
い
て
」
（
『東
洋
史
研
究
』
二
七
！
四
、
一
九
六
九
）
。

（
日
）
「
明
末
清
初
の
大
土
地
所
有
」
（『史
学
雑
誌
』
六
六

l
一
二
、
六
七
｜
一
、
一
九
五
七

・
八）。

（U
）
本
文
後
掲
配
『
大
明
会
典
』
一
三
戸
部
、

一戸
口
、
損
造
黄
冊
、
洪
武
二
十
四
年
の
奏
准
、
参
照
。

（
ロ
）
前
掲
、

『講
座
』
論
文
。

（日）

章
懲
（

一
四
三
七
｜
一
五
一一一一
）
は
成
化
二
年
の
進
士
。
な
お
、
史
料
は
、
そ
れ
ま
で
析
戸
が
全
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
龍
一
円
の
事
例
に
つ
い
て
述

べ
て
お
り
、
よ
ほ
ど
制
’
皮
が
崩
れ
た
時
点
の
も
の
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。

綴
『
中
国
村
落
と
共
同
体
理
論
』
（岩
波
書
店
、
一
九
七
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（M
H

）
史
料
の
別
の
個
所
に

「
嘉
靖
凶
十
一
年
柏
崎
峰
公
来
守
」

と
あ
る
。

（
店
）
小
山
氏
は
、
里
甲
編
成
に
お
け
る
析
戸
に
つ
い
て
は
、
鶴
見
氏
（
「
明
代
の
崎
零一戸
に
つ
い
て
」

六
四
頁
註
（
必
）
）
も
指
摘
し
て
い
る
と
い
う

（但
し
、
こ
れ
は
小
山
『
講
盛
』
論
文
一
二
一
一
一
頁
註
（
7
）
で
あ
っ
て
、

そ
れ
以
前
の
「
明
代
の
十
段
法
に
つ

い
て

（二
）」
中
で
は
な
い
）
。
し
か

し
、
小
山
・
鶴
見
両
氏
の
析
一戸
の
捉
え
方
に
は
明
瞭
な
相
違
が
あ
る
。
鶴
見
氏
は
「
民
一
戸
に
対
し
て
は
一
戸
を
わ
か
ち
、
別
に
二
円
を
た
て
る
こ
と
が

許
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
形
式
に
よ
っ
て
一戸
を
補
う
場
合
も
あ
っ
た
」
「
別
に
一戸
を
た
て
る
場
合
の
基
準
」
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
、
特

に
強
制
的
、
人
為
的
な
析
一
円
の
こ
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
章
懸
・
劉
莞
誇
の
両
事
例
も
、
人
為
的
強
制
的
な
析
戸
の
事
例
と
し
か
読
め
な
い
わ
け
で
は
な
く
、

そ
の
よ
う
な
読
み
方
の
可
能
性

を
多
分
に
含
み
つ
つ
も
、
な
お
、
家
産
分
割
を
通
じ
て
の
任
意
な
析
戸
の
場
合
の
事
例
で
あ
る
と
す
る
説
み
方
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
析

戸
当
差
」
「
行
析
戸
充
役
」
は
、
戸
を
任
意
に
わ
か
っ
て
、
別
に

一
戸
を
立
て、

そ
の
戸
を
承
役
戸
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
、

と
い
う
も
の
で

あ
る
。

（
時
）
本
項
は
、
別
稿

「
明
代
の
寄
荘
一円
に
つ
い
て
」
（
司
東
洋
史
研
究
』

一二
三

一二
）
参
照
。

（口）

前
掲
、
「
明
代
の
崎
零
戸
に
つ
い
て
」o

（
日
目
）
拙
稿
「
斯
江
嘉
興
府
の
飯
田
問
題
」
（「史
学
雑
誌
』
八
二
｜
四
、
一

九
七
三
）
六
頁
以
下
参
照。

（印）

前

掲

註

（9
）
の
小
山
論
文
。

（
加
）
前
掲
註
（
凶
）

の
拙
稿
に
あ
る
「
坪
額
」
に
よ
る
糧
額
の
設
定
も
こ
の
線
で
あ
る
。

（
幻
）
前
掲

「
明
代
の
十
段
法
に
つ
い
て
伺
」。

（幻）

「
明
末
新
江
の
嘉
湖
両
府
に
お
け
る
均
回
均
役
法
」
（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
五
二
、
一
九
七

O
）。

（お）

書
手
は
、
里
甲
正
役
に
数
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
明
中
期
以
後
の
里
長
の
役
の
分
化
と
と
も
に
、
冊
籍
を
管
す
る
こ
と
を
専
門
と
し
た
役

と
な
っ
た
。
（
山
線
幸
夫
『
明
代
筏
役
制
度
の
展
開
』
東
京
女
子
大
学
学
会
、
一
九
六
六
）。

（M
）
浜
’局
前
掲
論
文
参
照
。
氏
は
、
明
末
の
役
困
と
し
て
、

詑
寄
・
寄
在
・
花
分
の
三
種
を
代
表
的
な
も
の
と
す
る
。

（
お
）
前
掲
註
（
日
）
の
拙
稿。

（
お
）
浜
島
氏
は
「
十
段
法
に
お
い
て
は
、優
免
の
限
制
な
い
し
は
廃
止
と
い
う
改
革
は
ま
だ
展
開
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
」

）
一
六
三
頁）

と
い
う
が
、
そ
れ
は
正
し
く
な
い
。
優
免
を
本
戸
に
限
定
し
、
か
っ
客
官

・
寄
荘
の
優
免
を
停
止
し
始
め
た
の
は
、
優
免
の
阪
制
の
第
一
歩
で
あ
る
。

但
し
、
十
段
法
で
は
、
郷
紳
の
優
免
を
本
戸
に
限
定
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
一

県
優
免
額
の
総
額
を
決
め
た
な
と
に
よ
る
優
免
制
限
の
具
体
化
は
進

展
せ
ず
、
不
十
分
に
終
っ
た
と
思
う。

（
幻
）
「
漸
江
海
塩
県
の
里
甲
」
（
『
東
方
学
報
』
京
都
一
八
、

一
九
五
O
）
な
ど
。

（
お
）
浜
島
前
掲
論
文
、
一
五
三
頁
参
照
。

（
却
）
こ
の
史
料
は
、
先
に
挙
げ
て
あ
る
、
小
山
氏
の
所
論
の
根
拠
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
初
）
詑
寄

・
投
献
に
つ
い
て
は
、
清
水
泰
次
「
明
代
に
於
け
る
国
土
の
詑
寄
」
等
（
『明
代
土
地
制
度
史
研
究
』
大
安
）
参
照。

氏
は
、

詑
寄
・
投
献
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と
は
、
税
・
役
脱
免
の
た
め
に
、
他
人
に
所
有
権
の
全
て
を
譲
り
渡
し
た
形
で
は
な
く
、
単
な
る
名
儀
を
移
す
（
な
い
し
は
あ
ず
け
た
）
行
為
と
み

て
い
る
が
、
右
の
史
料
の
畝
当
り
三
銭
は
誌
寄
を
受
け
る
側
が
と
る
名
儀
貸
し
料
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
な
ぜ
、
そ
れ
が
冊
籍
（
黄
冊
）
に
登
場
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
新
例
と
よ
ば
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

〈
担
）
こ
の
史
料
の
主
要
な
部
分
は
、
既
に
小
山
、
浜
島
両
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。

（招）

王
文
禄
の
《
均
役
》
は
「
均
甲
」

と
表
現
さ
れ
て
い
る
（
「書
贋
」
ヰ
《
上
侯
太
府
書
》
）。

（
お
）
そ
の
具
体
的
検
討
は
今
後
に
残
こ
す。

（
泌
）
浜
島
前
掲
論
文
参
照
。

〔
附
記
〕

本
稿
は
昭
和
四
十
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
一

般
研
究
D
の
報
告
の

一
部
に
あ
た
る
。

（史184)542 




